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日米共同・X線観測ロケット実験 Focusing Optics X-ray Solar Imager の 4回目の飛翔計画である FOXSI-4
は、太陽フレアに対するX線集光撮像分光観測（0.5keV～30keV）を世界で初めて実施する。その目的は、磁気
再結合が引き起こす磁気エネルギーの解放とそれによって生じるエネルギー変換機構の追究に必要な研究手法お
よび観測技術の実証と研究基盤の構築である。本計画は、米国NASAの観測ロケットを用いて 2024年春に米国・
アラスカで打ち上げ予定であり（NASAに最高評価のExcellentで採択）、日本では科研費と JAXA宇宙科学研究
所の小規模計画（2020年度公募に満額査定で採択）の枠組みで準備を進めている。発生予測が困難な太陽フレア
を観測時間が約 5分間に限られるロケット実験で観測するための方法として、即時打ち上げ可能状態で待機、太
陽X線強度をリアルタイムでモニタ、フレア発生と同時に打ち上げるというNASAでも初の試みを行う。用いる
観測手法・装置は、過去 3度の飛翔と同様、高精度ミラーと高速度カメラの組み合わせによるX線集光撮像分光
であるが、太陽フレア観測に向け各コンポーネントにアップデートを施している。本講演では、FOXSI-4計画が
目指すサイエンスと観測装置の準備状況、フレア予測の取り組みなど、打ち上げ直前の準備状況を報告する。


